
議案第16号

　令和元年度安曇野市の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ
による。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ875,000千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ42,164,000千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後
　の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）
第２条　債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）
第３条　地方債の追加、変更、廃止は、「第３表 地方債補正」による。

令和元年８月26日　　提出

　 安曇野市長　　宮澤　宗弘

令和元年度　安曇野市一般会計補正予算（第２号）
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第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

10 地方特例交付金 81,000 16,678 97,678

1 地方特例交付金 81,000 16,678 97,678

11 地方交付税 10,220,000 767,981 10,987,981

1 地方交付税 10,220,000 767,981 10,987,981

13 分担金及び負担金 654,218 △187,240 466,978

2 負担金 637,962 △187,240 450,722

14 使用料及び手数料 333,738 △5,512 328,226

1 使用料 171,811 △5,515 166,296

2 手数料 161,927 3 161,930

15 国庫支出金 4,110,382 44,104 4,154,486

1 国庫負担金 2,878,752 33,130 2,911,882

2 国庫補助金 1,199,227 10,964 1,210,191

3 国庫委託金 32,403 10 32,413

16 県支出金 2,321,162 3,297 2,324,459

1 県負担金 1,226,961 4,104 1,231,065

2 県補助金 815,792 △807 814,985

17 財産収入 61,695 7,140 68,835

1 財産運用収入 61,693 3,757 65,450

2 財産売払収入 2 3,383 3,385

18 寄附金 300,002 5,875 305,877

1 寄附金 300,002 5,875 305,877

19 繰入金 1,880,782 87,132 1,967,914

2 基金繰入金 1,880,532 87,132 1,967,664

20 繰越金 50,000 665,971 715,971

1 繰越金 50,000 665,971 715,971

21 諸収入 1,398,509 △8,417 1,390,092

5 雑入 421,731 △8,417 413,314

22 市債 5,665,700 △522,009 5,143,691

1 市債 5,665,700 △522,009 5,143,691

14,211,812 0 14,211,812補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 41,289,000 875,000 42,164,000



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 議会費 253,513 △5,035 248,478

1 議会費 253,513 △5,035 248,478

2 総務費 4,207,718 435,115 4,642,833

1 総務管理費 3,307,413 424,365 3,731,778

2 徴税費 553,869 4,150 558,019

3 戸籍住民基本台帳費 187,164 6,200 193,364

4 選挙費 112,878 400 113,278

3 民生費 13,338,194 243,479 13,581,673

1 社会福祉費 6,940,617 144,307 7,084,924

2 児童福祉費 5,563,352 94,040 5,657,392

3 生活保護費 833,725 5,132 838,857

4 衛生費 3,806,520 134,806 3,941,326

1 保健衛生費 1,183,506 △3,188 1,180,318

2 清掃費 2,401,352 11,694 2,413,046

3 上水道費 221,662 126,300 347,962

6 農林水産業費 1,753,842 42,749 1,796,591

1 農業費 769,341 23,869 793,210

2 林業費 363,535 18,926 382,461

3 耕地費 620,614 △46 620,568

7 商工費 1,667,842 △1,040 1,666,802

1 商工費 1,667,842 △1,040 1,666,802

8 土木費 5,780,154 21,056 5,801,210

1 土木管理費 276,809 △800 276,009

2 道路橋梁費 1,479,629 11,569 1,491,198

4 都市計画費 3,899,407 9,287 3,908,694

5 住宅費 39,820 1,000 40,820

9 消防費 1,479,646 6,350 1,485,996

1 消防費 1,479,646 6,350 1,485,996

10 教育費 3,537,583 △2,480 3,535,103

1 教育総務費 844,387 △5,133 839,254



- 4 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

2 小学校費 1,143,328 959 1,144,287

3 中学校費 381,110 △3,289 377,821

4 幼稚園費 78,540 △1,707 76,833

5 社会教育費 943,609 6,262 949,871

6 保健体育費 146,609 428 147,037

12 公債費 5,350,874 0 5,350,874

1 公債費 5,350,874 0 5,350,874

113,114 0 113,114補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 41,289,000 875,000 42,164,000



１　追加

第２表　債務負担行為補正

(単位：千円）

事　　　　　項 期　　　　間 限　度　額

令和元年(行ウ）第９号　許可処分取消等請求事件 事件結果が判明する日まで

許可処分取消
等請求事件に
係る報酬及び
訴訟費用等

都市計画マスタープラン改定支援業務委託 令和2年度まで 1,477

土地利用制度適正化推進業務委託 令和2年度まで 7,440

聖火リレーセレモニー会場等運営設営業務委託 令和2年度まで 5,000
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１　追加

起債の目的 限度額 起債の方法

防災・減災、国土
強靭化緊急対策
事業債

186,600 証書借入

２　変更

限度額 起債の方法 利　率 償還の方法 限度額 起債の方法 利　率 償還の方法

臨時財政対策債 1,217,000 証書借入

　3.5％以内
（ただし、利率
見直し方式で
借り入れる政
府資金及び
地方公共団
体金融機構
資金について
利率を見直し
た後において
は、当該見直
し後の利率）

　政府資金につ
いては、その融
資条件により、
銀行その他の場
合は債権者と協
定するものによ
る。
　ただし、財政
その他の都合に
より据置期間及
び償還期限を短
縮し、又は繰上
償還もしくは低
利に借換えする
ことができる。

1,241,191 補正前と同じ 補正前と同じ 補正前と同じ

旧合併特例事業
債（衛生債）

1,463,000 同上 同上 同上 1,589,300 同上 同上 同上

旧合併特例事業
債（土木債）

750,600 同上 同上 同上 866,500 同上 同上 同上

公共施設等適正
管理推進事業債

36,000 同上 同上 同上 49,500 同上 同上 同上

３　廃止

限度額 起債の方法 利　率 償還の方法 限度額 起債の方法 利　率 償還の方法

借換債（衛生債） 820,600 証書借入

　3.5％以内
（ただし、利率
見直し方式で
借り入れる政
府資金及び
地方公共団
体金融機構
資金について
利率を見直し
た後において
は、当該見直
し後の利率）

　政府資金につ
いては、その融
資条件により、
銀行その他の場
合は債権者と協
定するものによ
る。
　ただし、財政
その他の都合に
より据置期間及
び償還期限を短
縮し、又は繰上
償還もしくは低
利に借換えする
ことができる。

－ － － －
借換の取
止めによ
る

学校教育施設等
整備事業債

167,900 同上 同上 同上 － － － －

地方債計
画事業区
分の変更
による

（単位：千円）

起債の目的
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

備考

第３表　地方債補正

（単位：千円）

起債の目的
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

利　　率 償還の方法

（単位：千円）

　3.5％以内（ただし、利率見直し方式で借り
入れる政府資金及び地方公共団体金融機
構資金について利率を見直した後において
は、当該見直し後の利率）

　政府資金については、その融資条件に
より、銀行その他の場合は債権者と協定
するものによる。
　ただし、財政その他の都合により据置期
間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還
もしくは低利に借換えすることができる。

- 6 -



議案第17号
 

　令和元年度安曇野市の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定める
ところによる。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ207,599千円を追加し、歳入
　歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ9,568,903千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後
　の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

令和元年８月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

－1－

令和元年度　安曇野市介護保険特別会計補正予算（第２号）



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

4 支払基金交付金 2,465,747 5,980 2,471,727

1 支払基金交付金 2,465,747 5,980 2,471,727

5 県支出金 1,317,161 2,155 1,319,316

1 県負担金 1,257,187 2,155 1,259,342

8 繰入金 1,444,117 △7,560 1,436,557

1 一般会計繰入金 1,312,082 575 1,312,657

2 基金繰入金 132,035 △8,135 123,900

9 繰越金 5,378 207,024 212,402

1 繰越金 5,378 207,024 212,402

4,128,901 0 4,128,901補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 9,361,304 207,599 9,568,903



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 総務費 107,899 775 108,674

1 総務管理費 13,988 775 14,763

2 保険給付費 8,802,675 0 8,802,675

1 介護サービス等諸費 8,319,914 0 8,319,914

5 基金積立金 1,123 126,834 127,957

1 基金積立金 1,123 126,834 127,957

7 諸支出金 6,446 79,990 86,436

1 償還金及び還付加算金 6,446 79,990 86,436

443,161 0 443,161補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 9,361,304 207,599 9,568,903



議案第18号

 なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ543千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,368千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
  補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

令和元年８月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

－1－

　　　令和元年度　安曇野市上川手山林財産区特別会計
　　　補正予算（第１号）

　令和元年度安曇野市の上川手山林財産区特別会計補正予算（第１号）は、
次に定めるところによる。



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

2 繰入金 0 418 418

1 基金繰入金 0 418 418

3 繰越金 500 125 625

1 繰越金 500 125 625

1,325 0 1,325補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 1,825 543 2,368



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 総務費 879 418 1,297

1 総務管理費 879 418 1,297

2 事業費 700 125 825

1 林業費 700 125 825

246 0 246補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 1,825 543 2,368



議案第19号

　令和元年度安曇野市の北の沢山林財産区特別会計補正予算（第１号）は、
次に定めるところによる。
 なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ170千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,826千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
  補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

令和元年８月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

　　　　令和元年度　安曇野市北の沢山林財産区特別会計
　　　　補正予算（第１号）

- 1 -



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

4 繰越金 700 170 870

1 繰越金 700 170 870

1,956 0 1,956補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 2,656 170 2,826



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 総務費 2,069 170 2,239

1 総務管理費 2,069 170 2,239

587 0 587補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 2,656 170 2,826



議案第20号

　令和元年度安曇野市の有明山林財産区特別会計補正予算（第１号）は、
次に定めるところによる。
 なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ262千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ3,888千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
  補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

令和元年８月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

　　　　令和元年度　安曇野市有明山林財産区特別会計
　　　　補正予算（第１号）
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第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

4 繰越金 810 262 1,072

1 繰越金 810 262 1,072

2,816 0 2,816補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 3,626 262 3,888



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 総務費 3,137 262 3,399

1 総務管理費 3,137 262 3,399

489 0 489補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 3,626 262 3,888



議案第21号

　令和元年度安曇野市の富士尾沢山林財産区特別会計補正予算（第１号）は、
次に定めるところによる。
 なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ121千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,246千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
  補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

令和元年８月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

　　　令和元年度　安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計
　　　補正予算（第１号）

- 1 -



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

4 繰越金 800 121 921

1 繰越金 800 121 921

325 0 325補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 1,125 121 1,246



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 総務費 690 121 811

1 総務管理費 690 121 811

435 0 435補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 1,125 121 1,246



議案第22号

　令和元年度安曇野市の穂高山林財産区特別会計補正予算（第１号）は、
次に定めるところによる。
 なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ69千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,308千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
  補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

令和元年８月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

　　　令和元年度　安曇野市穂高山林財産区特別会計
　　　補正予算（第１号）

- 1 -



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

4 繰越金 930 69 999

1 繰越金 930 69 999

309 0 309補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 1,239 69 1,308



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 総務費 778 69 847

1 総務管理費 778 69 847

461 0 461補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 1,239 69 1,308



議案第23号
 

　令和元年度安曇野市の産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）は、
次に定めるところによる。
　なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4,330千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36,742千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
　補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）
第２条　地方債の変更は、「第２表　地方債補正」による。

令和元年８月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

－1－

        補正予算（第１号）
        令和元年度　安曇野市産業団地造成事業特別会計



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

3 繰越金 1 230 231

1 繰越金 1 230 231

4 市債 31,800 4,100 35,900

1 市債 31,800 4,100 35,900

611 0 611補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 32,412 4,330 36,742



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 産業団地事業費 32,412 4,330 36,742

1 産業団地事業費 32,412 4,330 36,742

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 32,412 4,330 36,742



１　変更

限度額 起債の方法 利　率 償還の方法 限度額 起債の方法 利　率 償還の方法

地域開発事業債 31,800 証書借入

3.5％以内（た
だし、利率見
直し方式で借
り入れる政府
資金及び地方
公共団体金融
機構資金につ
いて利率を見
直した後にお
いては、当該
見直し後の利
率）

　政府資金に
ついては、そ
の融資条件に
より、銀行その
他の場合は債
権者と協定す
るものによる。
　ただし、財政
その他の都合
により据置期
間及び償還期
限を短縮し、
又は繰上償還
もしくは低利に
借換えするこ
とができる。

35,900 補正前と同じ 補正前と同じ 補正前と同じ

第２表　地方債補正

（単位：千円）

起債の目的
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

- 4 -



議案第24号
 

　令和元年度安曇野市の有明荘特別会計補正予算（第１号）は、次に定める
ところによる。
　なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
　補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

令和元年８月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

－1－

令和元年度　安曇野市有明荘特別会計補正予算（第１号）







　（総則）

　（業務の予定量の補正)

（事　　　項）
（４）主な建設改良事業

豊科・明科地域整備事業

　（資本的収入及び支出の補正）

議案第25号

第１条　令和元年度安曇野市水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定

令和元年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）

　めるところによる。
　　なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に

第３条　予算第４条本文括弧書中「不足する額1,456,626千円は過年度分損益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　り補正する。

第２条　令和元年度安曇野市水道事業会計予算（以下「予算」という。）第

　統一するものとする。

191,700千円

（補正予定量）　　　（計）
　２条に定めた業務の予定量を次のとおり補正する。

（既決予定量）

458,668千円 650,368千円

　額87,892千円で補填する」を「不足する額1,522,026千円は過年度分損益勘
　定留保資金547,482千円、当年度分損益勘定留保資金389,225千円、建設改良
　積立金480,000千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

　　　令和元年８月26日　　提出

　　安曇野市長　　宮澤　宗弘

　　第４項　出資金 288,600千円

　　第１項　建設改良費

支　　　　　　出
1,843,520千円
1,270,522千円

191,700千円
191,700千円

2,035,220千円
1,462,222千円

　第１款　資本的支出

162,300千円 126,300千円
386,894千円 126,300千円

（補正予定額）　　　（計）

　勘定留保資金587,064千円、当年度分損益勘定留保資金381,670千円、建設
　改良積立金400,000千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整

　105,319千円で補填する」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとお

　第１款　資本的収入 513,194千円
収　　　　　　入

　　　 （科　　　目） （既決予定額）


